
　いざというときにおちついて行
こう

動
どう

するためには，ひな
んくんれんにしんけんにさんかすることが大

たい

切
せつ

です。
　学

がっ

校
こう

のひなんくんれんだけではなく，地
ち

いきのぼうさ
いくんれんにも，すすんでさんかしましょう。

　さいがいがおきたときに，力
ちから

を合
あ

わせて生
せい

活
かつ

するため

には，日
ひ

ごろから地
ち

いきの人
ひと

びととかかわることが大
たい

切
せつ

で

す。地
ち

いきのぼうさいくんれんにもさんかしてみましょう。

　そして，すむ地
ち

いきでさいがいがおきたときに，どのよ

うにひなんしたらよいか考
かんが

えましょう。

けむりの中
なか

での歩
ある

き方
かた

のくんれん

ひなんじょを作
つく

るくんれん

小
ちい

さい子
こ

どもの世
せ

話
わ

をする
けがの手

て
当
あ

てを教
おし

えてもらう

しょう火
か

きでしょう火
か

体
たい

けん

友
とも

だちと手
て

当
あ

てのれんしゅう

夜
よる

のくんれん

ひなんくんれんやぼうさいくんれんで，まもら

なければならない大
たい

切
せつ

なことは何
なん

でしょう。

みんなの地
ち

いきでは，
どんなくんれんが
あるかしらべて
みよう。

くんれんにさんかしたかんそうを，
話
はな

し合
あ

ってみましょう。

　同
おな

じことでも，くりかえしくんれんして，正
ただ

しいひなん

の方
ほう

ほうをおぼえるひつようがあります。

いざというときのために1

地
ち
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といっしょに2
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